
上
部
が
焼
け
黛
げ
て
い
る
。
上
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

②
は
①
の
二
文
字
日
以
降
の
右
側
の
文
言
に
符
合
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

『陀
羅
尼
品
』
及
び

『普
賢
菩
薩
勧
発
品
　
第
二
十
八
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「説
呪
日
」
と
思
わ
れ
る
。
「即
説
呪
日
」
が

『陀
羅
尼
品
』
に
は
三
カ
所
あ

り
、
「即
於
佛
前
而
説
呪
日
」
が

『陀
羅
尼
品
』
に
ニ
カ
所
、
露
日賢
菩
薩
勧
発

品
』
に

一
カ
所
あ
る
。
上
部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
上
端
、
左
半
分
を
欠
失
。

③
は
②
の
左
側
の
文
言
に
符
合
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「即
説
呪
日
」
で

あ
ろ
う
。
下
部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
上
下
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

い
は
上
部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
上
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

⑬

『妙
音
菩
薩
品
　
第
二
十
四
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「…
於
神
通
変
化
智

恵
無
所
持
減
是
菩
薩
以
若
干
智
恵
明
照
娑
婆
世
界
…
」
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
上

部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
上
下
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

０
ｌ
①
は
文
字
不
明
で
焼
け
焦
げ
は
な
い
。
③
は
上
下
端
、
右
半
分
を
欠
失
。

０

。
①
は
上
下
端
、
左
半
分
を
欠
失
。

９
　
関
係
文
献

広
島
県
教
育
委
員
会

『史
跡
吉
川
氏
城
館
跡
　
吉
川
元
春
館
跡
―
第

一
次
発

掘
調
査
概
要
―
』
全

九
九
六
年
）

同

『史
跡
吉
川
氏
城
館
跡
　
吉
川
元
春
館
跡
―
第
二
次
発
掘
調
査
概
要
―
』

（
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（沢
元
保
夫
）

山

口

・

銅
山
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
大
字
長
登
字
大
切

２
　
調
査
期
間
　
　
第
Ⅲ
期
第

一
年
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
八
月
１

一
九
九
七
年
三
月
、
補
足
調
査
　
一
九
九
七
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
美
東
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
池
田
菩
文

・
森
田
孝

一
・
神
田
高
宏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
代
銅
生
産
官
衛

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
初
頭
―

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
登
銅
山
跡
は
、
秋
吉
台
国
定
公
園
の
東
南
麓
に
位
置
す
る
。
銅
山
の
採
掘

は
、
古
代
、
中
世
か
ら
江
戸
前

期
、
明
治
か
ら
昭
和
と
三
期
の

全
盛
時
代
が
あ
り
、
こ
れ
に
か

か
る
大
小
の
採
鉱
、
製
錬
の
遺

跡
が
、
約
六
〇
ｈａ
の
中
に
約
二

四
ヵ
所
点
在
し
て
お
り
、
鉱
山

史
研
究
に
格
好
の
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
長
登
集
落
の
西

方
に
所
在
す
る
大
切
谷

一
帯
が

長泰

登争

(山  口)



1996年出上の木簡

古
代
の
製
錬
遺
跡
で
、
狭
義
の
長
登
銅
山
跡
と
し
て

一
九
八
九
年
か
ら
国
と
県

の
補
助
に
よ
る
発
掘
調
査
を
継
続
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
人
世
紀
初
頭
か
ら

一
一
世
紀
ま
で
存
続
し
た
官
営
の

採
銅

・
製
錬
遺
跡
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
検
出
し
た
遺
構
と
し
て
は
、

採
鉱
跡
群

（八
世
紀
前
半
―
）、
選
鉱
作
業
場
跡

（八
ｔ
九
世
紀
）、
暗
渠
排
水
溝

一
（平
安
時
代
）、
粘
土
採
掘
跡
二

（九
世
紀
後
半
・
一
〇
世
紀
）、
焼
窯
跡
二

（八

世
紀
後
半
）、
製
錬
作
業
場
豚
六

・
炉
跡
二
〇

（八
世
紀
前
半
―
中
頃
、
九
世
紀
、

一
五
世
紀
、
近
世
）、
人
工
的
な
谷
溝
三

（八
世
紀
初
頭
―
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
須
恵
器

（墨
書
土
器
・
転
用
硯
含
む
）、
土
師

器
、
緑
釉
陶
器
、
製
塩
土
器
、
黒
色
土
器
、
硯
、
土
錘
、
木
製
品

（祭
祀
、
工

具
、
日
常
雑
器
）、
骨
製
品
、
鉄
製
品

（飽
、
鏃
）、
動
植
物
遺
体

（鹿
・
猪
・
馬
な

ど
の
骨
、
腹
・
カ
ワ
ニ
ナ
の
殻
、
栗
、
桃
〔
瓢
箪
、
シ
ダ
）、
製
錬
関
係
遺
物
の
炉
壁

片
、
羽
日
、
姑
蝸
、
要
石
、
握
槌
、
砥
石
、
酸
化
銅
鉱
石
残
片
、
青
銅
片
、
鉛

片
、
流
状
津
、
木
炭
含
塊
状
津
、
椀
型
津
、
円
盤
淳
な
ど
の
か
ら
み
が
あ
る
。

木
簡
は

一
九
九
五
年
度
ま
で
に

一
五
五
点
出
土
し
た

（本
誌
第
一
三
・
一
四
・
一

人
号
）。
一
九
九
六
年
度
は
、
重
要
遺
跡
確
認
緊
急
調
査
の
第
Ⅲ
期
第

一
年
次
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
検
出
さ
れ
て
い
な
い
官
行
遺
構
の
確
認
を
主
な
目
的
と
し
て
、

一
九
九
〇
年
度
に
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
て
建
物
遺
構
を
推
定
し
て
い
た
大
切

Ⅲ
Ｃ
区
２
Ｔ
②
の
大
溝
南
隣
に
４
Ｔ
を
設
定
し
、
谷
溝
東
側
丘
陵
の
確
認
を
行

な
い
、
さ
ら
に
東
側
に
延
長
し
て
大
切
Ⅱ
Ｃ
区
５
Ｔ
を
設
定
し
て
、
旧
地
形
の

?｀

大切 IC区

.卜、＼＼  くミ

茄乳=三響聖理唾

休
趙

簿
生　ャ

南】ヒ

木簡出土地点 (100m方眼)



見
極
め
を
行
な

っ
た
。

こ
の
結
果
、
大
切
Ⅲ
Ｃ
区
４
Ｔ
Ａ
の
溝
斜
面
か
ら
多
量
の
か
ら
み
、
炉
壁
片

に
混
じ
っ
て
須
恵
器
や
木
製
品
と
二
九
七
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
ま
た
、
東

側
の
丘
陵
を
隔
て
て
、
大
切
Ｅ
Ｃ
区
５
Ｔ
に
新
た
に
谷
溝
が
確
認
さ
れ
、
こ
の

溝
か
ら

一
三
九
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
な
お
、
５
Ｔ
の
溝
に
は
今
な
お
ト
レ

ン
チ
壁
に
木
馬
層
が
遺
存
し
て
い
て
、
今
後
新
た
に
木
簡
が
出
土
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

大
切
Ⅲ
Ｃ
区
４
Ｔ
の
谷
溝
は
、　
一
九
九
〇
年
度
調
査
結
果
も
踏
ま
え
る
と
、

上
幅
約

一
二
ｍ

（標
高

一
七
三
二

面

）
、
下
底
幅
七
ｍ

（標
高

一
七

一
・
四
じ

の
半
人
工
的
な
大
溝
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
木
簡
な
ど
の
遺
物
出
土
状

況
は
、　
一
九
九
〇
年
度
と
同
じ
く
大
溝
東
側
の
丘
陵
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
様
相

を
呈
し
、
東
側
の
丘
陵
上

（皿
Ｃ
区
４
Ｔ
Ｂ
）
に
官
衛
遺
構
の
存
在
を
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
４
Ｔ
Ｂ
の
丘
陵
平
坦
面
に
は
、
柱
穴
様
及
び
方
形
の

落
ち
込
み
や
焼
土
面
が
検
出
さ
れ
、
九
七
年
度
に
こ
の
部
分
の
発
掘
を
実
施
す

る
計
画
で
あ
る
。

４
Ｔ
Ａ
の
木
簡
出
土
状
況
は
、
丘
陵
端
部
か
ら
溝
の
下
流
域
に
向
か

っ
て
西

北
方
向
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
。
層
序
は
、　
一
九
九
〇
年
度
に
確
認
し
た
と
お

り
で
、
黒
褐
色
腐
植
土
三
四
層
の
下
に
、
黄
褐
色
灰
土
三
五
層
が
厚
さ
平
均

一

〇

銀
内
外
で
４
Ｔ
ト
レ
ン
チ
全
面
に
堆
積
し
て
お
り
、
東
の
丘
陵
上

（
４
Ｔ
Ｂ
）

か
ら

一
時
的
に

一
括
廃
棄
さ
れ
た
様
相
を
呈
す
る
。
こ
の
下
に
腐
植
土
三
六
層

が
あ
り
、
丘
陵
の
整
地
作
業
で
投
棄
さ
れ
た
自
然
石
塊
が
多
く
遺
存
し
て
い
た
。

溝
の
下
底
面
は
、
下
流
域
の
北
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。
木
簡

は
、
主
に
三
四
層
か
ら
出
土
し
、
下
層
の
三
六
層
出
上
の
も
の
も
あ
る
が
、
時

期
的
な
隔
た
り
は
あ
ま
り
な
い
も
の
と
推
測
で
き
る
。

今
回
初
め
て
豊
前
門
司
宛
の
銅
付
札
が
、
十
数
点
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

た
。
倒
⑫
⑮
は
黒
色
腐
植
土
三
六
層
出
土
で
、
標
高

一
七
二

・
ニ
ー

一
七
二

・

一
ｍ
の
レ
ベ
ル
、
ω
の
笠
殿
宛
や
口
⑭
も
ほ
ぼ
同
じ
場
所
。
働
⑩
⑬
卸
⑮
の
豊

前
門
司
宛
は

一
七
二

。
三
五
―

一
七
二

・
二
ｍ
の
レ
ベ
ル

（三
四
層
）
に
ま
と

ま
り
、
⑩
①
⑫
の
家
原
殿
宛
の
付
札
、
及
び
⑭
の
膳
臣
、
∞
の
靭
部
、
例
の
節

度
使
判
官
犬
甘
宛
、
Ｏ
①
な
ど
の
付
札
も
、
ほ
ぼ
同
じ
場
所
同
レ
ベ
ル
で
出
土

し
た
の
で
、
こ
れ
ら
銅
付
札
を

一
括
整
理
し
て

一
度
に
投
棄
し
た
か
、
ま
た
は

廃
棄
す
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
た
と
推
考
で
き
る
。
ま
た
、
⑪
②
と
い
の
庸
米

や
春
米
の
貢
進
物
木
簡
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
レ
ベ
ル
で
重
複
出
土
し
て
お
り
、
四

的
な
ど
も
斜
面
に
点
在
し
て
い
て
滑
降
の
様
相
が
窺
え
る
の
で
、　
一
括
荷
解
き

が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
三
四
層

出
土
で
あ
る
。

大
型
の
木
簡
⑤
Ｏ
と
②
の
木
簡
が
、
先
の
銅
付
札
溜
ま
り
の
北
沿
い
に
折
り

重
な
っ
て
出
土
し
た
。
レ
ベ
ル
は

一
七
二

。
二
四
―

一
七
二

。
〇
六
ｍ
と
幅
が

あ
る
が
、
三
四
層
中
に
傾
斜
し
て
埋
も
れ
て
い
た
。
こ
の
北
沿
い
に
連
な
っ
て

⑩
や
重
な
っ
た
①
⑪
の
文
書
木
簡
が

一
七
二

・
一
―

一
七

一
・
九
六
ｍ
の
間
で
、

ま
た
、
こ
の
北
側
の
ト
レ
ン
チ
端
か
ら
③
④
の
木
簡
が
標
高

一
七
二
ｍ
前
後
の

黄
褐
色
灰
土
層

（一一五
層
）
上
か
ら
検
出
さ
れ
、　
一
九
九
〇
年
度
の
三
四
層
木
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簡
溜
ま
り
に
連
続
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ト
レ
ン
チ
北
端
部
の
三
六
層
か

ら
は
、
ω
例
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
⑩
は
斜
面
上
部
の
三
六
層
に
該
当

し
、
封
絨
木
簡
の
①
は
斜
面
上
部
の
三
四
層
中
、
団
は
溝
中
央
部
の
三
四
層
出

土
で
あ
る
。

大
切
Ⅱ
Ｃ
区
５
Ｔ
の
本
簡
は
、
地
表
下

一
ｍ
の
標
高

一
七
二

。
一
二
―

一
七

〇

・
〇
三
ｍ
の
レ
ベ
ル
で
出
土
し
た
。
今
な
お
東
南
壁
の

一
七

一
・
九
五
―

一

七

一
・
三
ｍ
の
間
に
木
簡
包
含
層
が
あ
り
、
地
表
面
を
谷
川
が
北
流
し
て
い
る

が
、
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
⑫
①
∞
①
⑩
⑭
が
ト
レ
ン
チ
壁
崩
落
で
出
上
し
た
。

⑩
①
ω
は
い
ず
れ
も

一
七

一
。
〇
五
ｍ
の
レ
ベ
ル
で
、
木
簡
廃
棄
の
初
期
の
所

産
と
推
定
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
土
層
の
状
況
か
ら
推
定
し
て
溝
の
東
南
方
向
か
ら
廃
棄

さ
れ
た
様
相
が
窺
え
、
新
た
に
官
衛
施
設
の
存
在
が
Ⅱ
Ｃ
区
の
丘
陵
に
も
推
定

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
●
は

一
七

一
。
四
ｍ
出
土
の
破
片
と

一
七
〇

・
八
二

ｍ
出
土
の
破
片
が
接
合
し
た
も
の
で
、
東
側
Ⅱ
Ｃ
区
２
Ｔ

（
一
九
九
〇
年
度
発

掘
）
の
作
業
場
方
面
か
ら
、
か
ら
み
な
ど
の
廃
棄
物
と
と
も
に
投
入
さ
れ
た
も

の
と
思
考
で
き
る
。
ま
た
、
∞
∞
の
太
政
大
殿
宛
な
ど
の
銅
付
札
は
、
溝
西
側

の
Ⅲ
Ｃ
区
４
Ｔ
Ｂ
の
丘
陵
か
ら
投
棄
さ
れ
た
状
況
を
示
す
。

以
上
を
総
合
的
に
考
察
す
る
と
、
Ⅲ
Ｃ
区
４
Ｔ
Ｂ
の
丘
陵
か
ら
廃
棄
さ
れ
た

木
簡
は
銅
付
札
が
多
く
、
こ
れ
に
反
し
て
Ⅱ
Ｃ
区
５
Ｔ
の
東
丘
陵
か
ら
投
棄
さ

れ
た
と
推
定
で
き
る
木
簡
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
文
書
木
簡
が
多
い
こ
と
に

留
意
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
物
資
を
扱
う
倉
庫
的
施
設
群
と
官
司
の
詰
所
施

設
な
ど
の
配
置
区
分
を
示
唆
す
る
も
の
と
受
け
取
れ
る
が
、
偶
発
的
な
状
況
証

拠
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
官
衛
施
設
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
課

題
と
し
た
い
。
こ
の
意
味
か
ら
も
今
回
出
上
の
木
簡
の
意
義
は
大
き
い
と
い
え

予よ
ｎゝノ。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

大
切
Ⅲ
Ｃ
区
４
Ｔ
Ａ
の
大
溝

①

　

「□
□
口
□

　
雪
山
鉄
所
　
　
□
十
六
日
．醜
臣
中

∞
卜
Φ
×
∞
伽
×
∞
　
ｏ
Ｐ
牌

②
　
・
×
□
六
□
日
日
――

日
日
□

到
□
□
□
□
□
領
　
　
　
」

・
×
□
　
正
月
十

一
日
　
少
領
従
八
位
上
美
祢
造
□
末
呂

『□
□
□
大
伴
マ
牛
万
呂
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（毬
９
×
伽中
×
Ｎ
　
ｏ
‘

①
　
・　
　
　
　
　
□
郷
□
到
□【醜
ｐ
ｒ
×

・
×
□
賀

磨

古
□
日
日
日
日

日
日
日
□

□

□
□
□
□
日
日
――
日

日
日
日
国

　

（聾
深
Ｇ
Ｘ
∞
霞

(4)

「　
　
　
郡
渚
鋤
里
□
□
□
此
□
人
口
□
□
」

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同国
　　」
　
　
∞ヽ
∞髯（∞∞×
卜　
ｏ解牌
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(5)(7) (6)

「
ｏ
　
　
　
　
大
斤
七
百
十
三
斤
汁

一

朝
庭
不
申
銅

嫁
殿
銅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
斤
二
千
四
百
廿
四
斤
枚
八
十
四
　
　
　
　
　
　
天
平
二
年
六
月
十
二
日
」

「　
　
　
　
「即
置
若
手
　
　
「評
積
手
　
　
　
「川
海
マ
乙
万
呂
　
　
凡
海
マ
衰
西

大津郡借子［膊却鞠自止
「講判豊マ呻人　一蜘蜘一醐詢呂　廟呻欝一麟癖呂

ｏ
　
　
　
「Ⅳ
置
百
足

∃
一隅
凡
海
マ
末
万
呂
　
下
神
マ
根
足
　
　
　
矢
田
マ
大
人

♂

置
小
廣
　
　
　
凡
海
マ
恵
得

　

「川
海
マ
小
廣
　
　
　
凡
海
マ
末
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
⇔∞撰
昼
む

ｏ“

「
　
　
　
　
凡
海
部
□
□
□
　
黒
毛
草
馬
口
額
田
マ
赤
人
　
日
置
部
廣
足
躍
□
口
安
曇
マ
赤
人
　
額
田
マ
ロ
麻
呂
赤
毛
草
馬
口
日
置
口
□
□

矢
田
マ
ロ
ロ
身
黒
毛
草
馬
日
置
□
　
日
日
――
日
□
騒
草
馬
回
□
回

銅
駄
馬
丁

大
神
マ
徳
麿
　
　
赤
毛
草
馬
口
額
田
マ
石
□

矢
田
マ
千
依
鹿
毛
口
秦
人
マ
足
回
　
日
Ｈ
ＩＩ
日
□
黒
毛
車
馬
口
□
□

矢
田
部
縄
麻
呂
　
鹿
毛
草
馬
日
額
田
マ
少
人
　
矢
田
マ
少
縫
売
躍
草
馬
回
若
桜
部
□
麻
呂
□
口
□
□
□
□
嶋
青
毛
草
馬
口
□
回
」

頑
評
駄
詠
辟
□
大
置
　
　
　
天
Ξ
輛
講
ｒ
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

Φ
ｏ
∞
×
『
ｏ
×
∞
　
ｏ
Ｐ
μ

「十
二
日
可
定
七
十
二
人

一十
社
三一
以
」

「□
二
王

□
三
二

回

一
王
王

一　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ”巽
釦契
∞
目



(9)(8)

斤 千

甲里
四 十
日 三
出
廿
七   十

廿   出
三   井
斤   斤

雪□鉄
己人一
十分
二十
分六
十斤
四
斤

お
リ
れ
Ｌ

「□
二
月
一

□
□

×
麻
呂
百
八
斤
枚
四
十
日

『□
□
』
　

百
十

一
斤
人
百
汁
二

『□
□
□
□

×
□
口
百
五
斤

『人附
醜
鞠

『□
□
　
□
』
人
百

一
斤
枚
四

一日
出
四
□
甘
□

十
九
日
出
十
斤
釘
分
三
月
十
日

日
日
□
百
汁
日
日
日
Ｈ
日

日
日
日
日
日
汁
九
□

廿
斤
出
口
□
□
□
加
□
□
□
□

×
□
□
百
八
斤
枚
四

『□
□
□
□
□
　
□
□

枚
四

百
四
斤

安
曇

マ
犬
甘
』
　

」

Ｉ
摯
ま
団
ユ
」

含
『
じ

×
卜
］
×
『
　
ｏ
お

出
汁
口

汁
□
　
□
□
□

（
Ｐ
い
ヽ
）
×
い
『
×
６
　
Φ
Ｐ
Φ

（
誤

９

×
曽

×
卜
　
ｏ
む

含

呻
じ

×

∞
Ｐ
×

⇔
　

ｏ
ぢ

(5)裏 (部分)
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合  □  □設対

互 九
年 十   111
九
餅  =

傘 圏

9り 261   99

。
「野
身
連
百
依
七
十
五
斤
凱
一
五
十
五
庁
枚
三
中
一
合
百
対
七
斤

。
「　
　
合
五
百
　
斤
枚
十

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
□
□
□
×

（馬
９
×
含
じ
×
”
　
ｏ
毬

□
□
□
□
□

〔五
ヵ
〕

・
精

一
斗
二
升
　
賣
米

一
斗
二
升
　
　
　
　
　
小
□
×

〔米
　
得
ヵ
〕

。
□

□

□

□

□

□

□
　
　
　
　
　
□
春
回
×

□

□

□

□

□

□
（］⇔
６
）
×
伽
Ｐ
×
『
　
ｏ∞
岸

剛
割〔導

Ｏ
Φ
μ

十
月

一
日

送
美
祢
郡
□
×

（
中
Ｐ
Ｏ
）
×
ト
ト
×
『
　
ｏ
Ｐ
Φ

□

|十日>

ヰ沌 |

20   231 Ol1   901   1191

・
×
進
佐
美
郷
庸
片
五
餅
九
斗

〔升
三
合
ヵ
〕

。
□
□
□
□
□

□
□
鮮
三
斗
九
升

（
お

じ

×
い
『
×
∞
　
ｏ
盟

×
進
上
大
伴
殿
春
米
五
斗
七
升
□
□

佐
美
里
庸
米
六
半
　
又
神
マ
嶋
足
庸
三
斗

「
＜
佐
美
郷
庸
米
六
斗
　
　
　
　
」

「
＜
　
　
天
平
五
年
□
月
十
七
日
」

「
＜
雪
彼
里
庸
米
六
斗

「
＜
　
天
平
三
年
三
月
十
四
×

〔美

祢
己

「
＜
□
□
郷
口
日

日
□
」

「
＜
厚
狭
郡
久
喜
郷
庸
米
国
口
」

「
＜
凡
海
マ

凡
□
□
□
□
三
半
　
　
　
」

「
＜
□
□
郡
口
回
郷
庸
米
六
斗
」

「
＜
美
祢
郷
春
米
六
斗
　
　
　
」

「
＜
　
天
平
三
年
六
月
十
四
日
」

「
＜
美
祢
郷
春
大
税
米
五
升
」

（
］
”
∞
）
×
い
い
×
釦
　
ｏ
∞
四

（
∞
〇
伽
）
×
Ｎ
⇔
×
⇔
　
Φ
∞
四

Ｐ
『
⇔
×

∞
卜
×

∽
　

ｏ
∞
Ｎ

（
篤

ｅ

×
］
∞
×
い
　
ｏ
毬

ド
ヽ
∞
×

（
騨
∞
）
×
”
　
ｏ
∞
］

］
］
ｏ
×

卜
∞
×

卜
　

ｏ
∞
］

］
ｏ
］
×

∞
ｏ
×

∞
　

ｏ
∞
］

Ｆ
伽
釦
×

∞
伽
×

ｏ
　

ｏ
∞
Ｎ

岸
⇔
∽
×

卜
ｏ
×

卜
　

Φ
∞
］



「
＜
少
目
殿
九
十
三
斤
」

「
く
　
枚
二
　
　
　
　
」

「
く
家
原
殿
十
四
斤
枚

一　
」

「
＜
額
田
部
龍
万
呂
四
月
功

上
束
　
」

「
＜
家
原
殿
計
斤
枚

一　
」

「
＜
靱
マ
牛
麻
呂
九
月
功

上
束
　
　
」

「＜
家
原
殿
対
五
斤
枚
二
」

「
＜
□
□
□
□
口
月
功
　
」

「
＜
夕
含
昼
肢
五

・
キ
蜂
泄
釘
粒
亡
」

「＜
□
ロ
マロ
ロ
ロ〔剛
酌
労」〕

「
＜
家
原
殿
対
×

「
＜
額
田
部
□
□

「
＜
膳
臣
□
□
□
五
十
斤
枚

一
」

「
＜
日
日
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ
日
日
　
　
」

い
∞
『
×
ヽ
０
来
ｊ
　
一
∝
軒

騨
卜
ω
×

］
ｏ
×

『
　

Ｏ
ω
呻

Ｐ
ド
ｏ
Ｘ

∞
∞
×

伽
　

ｏ
∞
］

Ｐ
『
∞
※

∞
ヽ
Ｘ

『
　

０
∞
中

（
一
Φ
）
×
∞
０
×
ヽ
　
０
∞
Φ

Ｐ
や
ヽ
×

∞
∞
Ｘ

卜
　

⇔
∞
中

Ｐ
９
ｏ
×

∞
い
Ｘ

φ
　

Φ
∞
］

Ｐ
り
ф
×

や
０
×

ф
　

⇔
ф
Ｎ

ド
∞
や
×

（
Ｐ
ｓ
）
×
Ｏ
　
ｏ
∞
”

eo   oり

□
笠
殿
七
十
四
斤
枚
二
」

万
呂
十
二
月
功

□
□
　
　
　
」

「
＜
帥
，
マ
日
百
］
上
謝
伴
午
釈
一
」

「
＜
口
Ｈ
日
――
日
Ｈ
回
功
　
」

「
＜
節
度
使
判
官
犬
甘
対
斤
枚

一
」

「
＜
豊
前
門
司
汁
斤
枚

一回
」

「
＜
神
部
辛
二
月
功

上
回
　
　
」

「
＜
豊
前
門
司
五
十
回
斤
枚
三

上
束

「議
酔
ｙ
腎

「
＜
豊
前
門
司
対
五
斤
枚

一
」

「
＜
□
□
□
□

一
一月
功

上
東
　
　
　
」

（
Ｐ
ｒ
伽
）
×
”
∞
×
ｕ
　
Ｏ
Ｐ
０

μ
∞
や
×

ヽ
卜
Ｘ

『
　

０
中
』

μ
∞
『
×

∞
Ｐ
Ｘ

Ｏ
　

ｏ
∞
］

，
窓

Ｘ
僕

×
『

３

�
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「
＜
豊
前
門
司
五
十
七
斤
枚

一

上
■

「
＜
秦

マ
酒
手
三
月
功
上
束

「
＜
豊
前
門
司
廿
九
斤
枚

一

□
□
　
　
」

「
＜
宇
佐
恵
勝
里
万
呂
九
月
功

上
束
　
　
」

「
＜
□
前
門
司
十

一
斤
枚

一
」

「
＜
ロ
マ
ロ
ロ
三
月
功
　
　
」

「
＜
豊
前
門
司
汁
七
斤
枚

一
」

「
＜
□
□
□
□
　
　
□
□
　
」

「
＜
豊
前
門
司
廿
斤
枚

一
」

「
＜
豊
前
門
司
□
　
枚

一
」

「
＜
ロ
ロ
マ
ロ
ロ
四
月
　
」

〔郷
ヵ
〕

「
＜
三
隅
□
八
十
斤
枚
□
」

牌
卜
ｏ
×

∞
∞
×

ｏ
　

ｏ
∞
］

牌
い
Φ
）〈
Ｎ
伽
〉〈
釦
　
　
〇
∞
］

Ｐ
Ｎ
ｏ
×
∞
］
×
∞
　
ｏ
∞
Ｎ

岸
卜
⇔
×

］
∞
×

⇔
　

ｏ
∞
］

牌
卜
枷
×

∞
∞
×

伽
　

Φ
∞
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Ｐ
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Ｎ
∞
×

『
　

ｏ
ω
］

Ｐ
∞
∞
×

∞
φ
×

ヽ
　

Φ
∞
］

い 表
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い  表

④  表
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「
＜
調
銅
八
十
五
斤
枚
三
」

「
く
　
未
選
　
　
　
　
」

「
＜
吉
保
郷
銭
司
料
□
×

「
＜
官
布
直
〔剛
杞
二
斤
枚

圧

「
＜
□
□
□
廣
玉
女
上
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」

「＜
目
下
マ
色
夫
　
」

冨

閉
評
こ

「
＜
美
祢
推
欧
酌
砕
席
呂
　
」

「
＜
人
口
分
五
十
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枚

一
」

×
九
十
四
．斤
　
枚

圧

「
八
十
五
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枚
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」

「
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額
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×
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」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ切泉
∞受
『
ｏ駕

⑩
　
。
×
恩
伝
々
□
□
□
□
侍
」

。
×
僧
在
勝
国
家
発
至
　
」
　
　
　
　
　
　
　
（］Ｓ
益
貸
卜
忌

個
．　
。
「生
寸
興蕎
将
徳
鰤
榊
々々米
珈
米
々
々
長
死
　
願
剛
」

。
「語
マ
足
奈
奈
長
　
穴
師
等

右
人
□

斤

枚

一　

　

　

　

　

　

」
　

　

　

壁
ω
叉

卜
泉

⇔

屋

⑫

　

渚
鋤
里
進
七
人
財
マ
ロ
ロ
×
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
�
∞授
∞
昌

〔佐
床
己

④
　
　
×
□
□
□
□
□
＜
」
　

　

　

　

　

　

　

　

（顕
∀
ｅ
Ｗ
卜
Φ島

最
も
多
い
形
状
は
、
上
端
の
左
右
に
切
り
欠
き
を
入
れ
た
〇
三
二
型
式
の
付

札
で
、
下
端
が
欠
損
し
た
〇
三
九
形
式
を
含
め
て
、
八
五
点
、
削
居
を
除
く
全

体
の
四
六
％

（原
形
を
と
ど
め
る
も
の
で
は
七
四
％
）
を
占
め
る
。
い
１
∽
∞
―

⑩
に
み
ら
れ
る
庸
米

・
春
米
の
貢
進
物
付
札
と
製
錬
さ
れ
た
銅
塊
の
整
理

・
分

類
用
付
札
で
、
施
設
内
で
つ
く
ら
れ
た
後
者
の
法
量
の
多
く
は
長
さ

一
五
卿
前

後
、
幅
三
釦
前
後
、
厚
さ
六
な
い
し
七
ｍｍ
と
や
や
分
厚
い
。
筆
跡
も
近
似
す
る

も
の
が
あ
る
。

大
型
の
木
簡
が
二
点
出
土
し
た
。
０
は
、
天
平
二
年

（七
一一５
）
六
月
長
門

嫁
に
配
分
さ
れ
る
大
斤
七
二
三
斤

。
小
斤
二
四
二
四
斤
の
製
錬
銅
と
そ
の
鋳
工

二
〇
名
を
表
裏
両
面
に
記
録
す
る
。
上
端
右
寄
り
に
穿
孔
が
あ
り
、
釘
な
ど
に

掛
け
て
掲
出
し
た
か
、
編
綴
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
０
は
、
同
年
間
六
月
製

錬
銅
を
連
搬
す
る
駄
馬
丁
の
歴
名

・
馬
匹
と
部
領
者
を
記
し
、
駄
馬
丁
三
二
名

分

（少
な
く
と
も

一
名
は
女
丁
）
と
馬

一
一
、
二
疋
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
二
点

は
出
土
地
点

・
記
録
月
日
と
も
接
近
し
、
相
互
に
関
連
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

断
定
は
で
き
な
い
。

形
状
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
下
半
部
あ
る
い
は
下
端
を
削
り
込
み
、
全

形
が
羽
子
板
状
を
呈
す
る
け
出
⑫
い
で
あ
る
。
④
は
本
体
部
に
切
り
欠
き
を
も

ち
、
そ
の
他
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
⑫
⑬
の
裏
面
は
割
ら
れ
た
ま
ま
の
粗
面
を

残
し
、
①
は
上
部
か
ら
柄
部
上
方
ま
で
薄
く
割
り
込
ん
で
い
る
。
四
点
と
も
表

裏
に
文
字

・
墨
痕
が
確
認
で
き
、
使
用
済
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「封
」

「印
」
な
ど
の
文
字
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
封
絨
木
簡
と
み
ら
れ
る

（平
川
南

「地
方
の
本
簡
」
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編

『古
代
東
国
と
木
簡
』、
佐
藤
信

「封
絨

木
簡
考
」
本
誌
第
一
七
号
）。
割
り
面
が
接
合
す
る
二
枚

一
組
の
板
片
は
見
つ
か



っ
て
い
な
い
。
し
か
し
右
に
掲
載
し
た
資
料
の
ほ
か
、
本
体
に
切
り
欠
き
、
整

形
し
た
柄
部
を
も
ち
、
文
字
痕
の
な
い
も
の
、
ま
た
は
本
体
部
と
柄
部
の

一
部

を
欠
き
、
文
字
痕
の
な
い
も
の
が
各
二
点
出
土
し
た
。
あ
る
い
は
三
枚

一
組
の

う
ち
の
下
底
用
で
あ
ろ
う
か
。
的
の
形
態
は
〇
三
二
型
式
に
分
類
で
き
る
も
の

の
、
上
端
か
ら
約
三
分
の
二
部
分
ま
で
割
り
込
み
が
あ
る
。
未
完
成
品
と
も
い

え
る
が
、
①
の
例
か
ら
み
て
、
こ
の

一
点
だ
け
で
文
書
を
挟
ん
で
紐
を
か
け
封

絨
用
と
し
た
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

当
木
簡
群
の
年
代
基
準
と
し
て
、
⑤
Ｏ

「天
平
二
年
」
、
貢
進
物
付
札
の
⑫

い

「
天
平
三
年
」
、
例

「
天
平
五
年
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
行
政
区
画
の
い
⑫

「渚
鋤
里
」
、
⑩

「佐
美
里
」
、
②

「雪
伎
里
」
と
ω

「佐
美
郷
」
以
下
が
あ
げ

ら
れ
る
。
⑦

「節
度
使
」
は
天
平
四
年
人
月
設
置
、
六
年
四
月
停
廃
の
第

一
次

節
度
使
を
指
し
、
時
期
限
定
に
資
せ
ら
れ
る
。
和
銅
あ
る
い
は
霊
亀
年
間
か
ら

天
平
初
年
の
間
に
お
さ
ま
る
と
い
え
る
。

内
容

・
用
途
を
み
る
と
、
ま
ず
⑩
は
符
式
木
簡
で
、
同
じ
く
雪

（伊
士じ

山

の
鉄
所
に
充
て
た
い
も
お
そ
ら
く
同
様
式
の
文
書
で
あ
ろ
う
。
②
ω
は
美
祢
郡

司
か
ら
命
令

・
請
求
を
伝
え
る
木
簡
で
、
⑪
は
初
行
の
差
出
所
が
、
②
は
こ
れ

と
対
照
的
に
末
行
の
日
付

・
位
署
の
部
分
が
残
る
。
少
領
美
祢
造
は
初
見
。
②

①
に

「到
」
字
が
み
え
、
文
書

・
人

・
物
の
到
来
の
う
え
の
措
置
を
指
示
し
た

下
達
文
書
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
文
書
木
簡
自
体
の
吟
味
の
ほ
か
、
先
の
封
絨

木
簡
の
出
土
に
う
か
が
え
る
紙
本
文
書
と
木
簡
文
書
と
の
機
能
的
な
補
完
関
係

を
検
討
す
る
資
料
と
な
る
。

つ
ぎ
に
記
録
簡
と
し
て
、
鋳
工
の
出
来
高
を
書
き
つ
い
だ
記
録

（①
∽
①
）

や
製
錬
銅
の
用
度
を
日
ご
と
に
帳
簿
風
に
記
し
た
木
簡

（倒
⑩
）、
さ
ら
に
人

や
物
の
移
動
に
つ
い
て
の
覚
書

（⑭
⑬
⑬
）
な
ど
で
あ
る
。
①
は

「廷
」
と
あ

っ
て
、
鉄
所
な
ど
に
お
け
る
原
料
鉄
の
支
出
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

庸
米
付
札
は
既
出
分

（一一吾
じ

に
加
え
、
九
六
年
度
新
た
に

一
二
点
が
発
見

さ
れ
た
。
美
祢

・
厚
狭
両
郡
か
ら
送
進
の
の
１
釣
ω
で
あ
る
。
さ
ヶ
に
、
春
米

付
札
鰤
働
側
が
出
土
し
た
。
田
租
の

一
部
を

「春
米
運
京
」
、
宮
内
省
大
炊
寮

に
納
入
し
、
「諸
司
常
食
」
、
す
な
わ
ち
官
人
の
月
料
な
ど
に
充
て
る
規
定
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
木
簡
で
は
い

「大
税
」
（閉
⑦
）
と
あ

っ
て
大
税
出
挙
の
利
稲

を
用
い
た
こ
と
、
０
中
央
官
司
の
官
人
に
支
給
さ
れ
る
の
で
な
く
、
長
門
国
の

銅
生
産
施
設
の
官
人
あ
て
の
支
給
で
あ
る
こ
と
、
０
長
門
国
は

『弘
仁
式
』

『延
喜
式
』
に
記
す
年
料
春
米
の
京
進
国
で
は
な
く
、
天
平
九
年
の
正
税
帳
に

も
春
米
逗
京
の
記
録
は
み
え
な
い
の
と
相
違
す
る
点
、
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

●
に
つ
い
て
は
長
屋
王
家
木
簡
の

「春
税
五
斗
」
令
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

概
報
』
二
一
十
一三
ハ
貢
）、
大
倭
国
ほ
か
の
正
税
帳
の
穎
稲
か
ら
の
年
料
春
米
記

事
、
『令
集
解
』
巻

一
四
賦
役
令
斐
陀
国
条
古
記
所
引
の

「請
辞
日
運
調
庸
春

税
之
類
」
な
ど
が
参
照
さ
れ
る
。
⑬
は
春
米
と
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
ｌ
ω
⑪
①
の
付
札
は
、
鋳
工
の
月
別
出
来
高
、
そ
の
配
分
先
と
重
量

・
個

数
を
記
し
、
製
錬
銅
の
仕
分
け
に
用
い
た
。
こ
れ
ま
で
六
点
、
今
次
三
六
点
が

出
上
し
た
。
重
量
値
は

一
枚
二
〇
斤
あ
る
い
は
二
枚
三
二
斤
か
ら

一
枚
九
四
斤

ま
で
多
様
で
、
規
格
性
は
見
出
し
が
た
い
が
、
そ
れ
で
も
三
〇

（∽
▼

〓
一五



1996年出上の木簡

（例
▼

四
〇

（∞
▼

四
五

・
五
〇
斤

（∽
）
な
ど
が
み
え
、
熟
銅
以
下
の
品

位
差
や
生
産
用
具
の
差
異
と
も
考
え
あ
わ
す
必
要
が
あ
る
。
木
簡
は
、
銅
を
東

ね
た
上
に
か
さ
ね
、
切
り
欠
き
部
分
を
紐
で
く
く
り
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
片

面
ま
た
は
両
面
の
脇
書
き
に

「上
東
」
（⑬
以
下
）
と
記
す
例
が
あ
る
。
正
倉
院

文
書
の
某
所
雑
物
用
度
帳

（『大
日
本
古
文
圭
屋

二
四
十
四
一
買
）
に

「生
銅
五
五

人
人
斤
八
両
、
枚
五
七
六
、
東

一
五
人
」
と
あ
る
。

銅
生
産
に
お
け
る
技
術

・
労
働
組
織
に
関
し
、
そ
の
底
辺
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
の
が
、
仕
丁
や
雇
役
丁
、
あ
る
い
は
雑
終
丁
で
あ
ろ
う
。
仕
丁
の
食
料
、
雇

役
丁
の
功
食
と
し
て
支
給
さ
れ
た
庸
米
の
木
簡
が
出
土
し
、
①
の
大
津
郡
の
借

子
に
は
所
の
記
入
が
あ
る
。
⑫
に
も
借
子
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
臨
時
に
徴
用

さ
れ
た
雑
工
の
呼
び
名
で
あ
ろ
う
か
。　
一
九
九
〇
年
度
出
土
の
逃
亡
木
簡
か
ら
、

長
登
に
お
け
る
仕
丁
の
労
役
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
０
の
馬
丁
や
焼
炭
夫
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
雑
役
に
は
、
造
東
大
寺
司
の
労
働
編
成
の
場
合
の
よ
う
に
、
仕
丁

や
雇
丁
が
主
力
と
な
っ
た
事
態
は
十
分
想
定
で
き
る

（『日
本
三
代
実
録
』
元
慶

二
年

（八
七
八
）
三
月
五
日
条
参
昭
一
。
そ
の
役
夫
労
働
力
に
支
え
ら
れ
て
一雇
匠
丁

や
仕
丁
出
身
の
雑
工
が
直
接
生
産
の
担
い
手
と
な
っ
た
。
ｎ
や
い
以
下
に
み
え

る

〃鋳
工
〃
が
そ
の

一
部
で
あ
る
。
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
年

（八
八
五
）

三
月

一
〇
日
条
に
み
え
る
、
長
門
国
か
ら
豊
前
国
採
銅
使
に
つ
か
わ
さ
れ
た
破

銅
手

・
掘
穴
手
も
技
術
的
労
働
に
従
事
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。

さ
ら
に
⑬
は
長
門
国
の
銅
山
施
設
で
、
未
選
身
分
の
人
々
が
勤
務
し
た
こ
と

を
示
し
、
官
人
考
仕
の
末
端
事
情
や
出
仕
の
場
の
実
態
解
明
上
、
貴
重
で
あ
る
。

未
選
は

「考
選
の
対
象
と
な
ら
な
い
広
義
の
下
級
官
人
」
（野
村
忠
夫

『官
人
制

論
け

で
あ
り
、
皇
后
宮
職
写
経
司
や
造
東
大
寺
司
の
も
と
で
未
選
舎
人
と
し

て
、
雑
工
並
み
の
処
遇
を
受
け
た
。
銅
生
産
施
設
に
出
仕
し
、
勘
籍
の
の
ち
課

役
免
と
な
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
調
庸
を
負
担
し
、
「調
銅
」
を
貢
進
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
初
出
史
料
と
さ
れ
た
の
は
、
天
平

一
〇
年
の
写
経
司
舎
人
等

上
日
帳

３
大
日
本
古
文
書
』
七
十

一
八
三
頁
）
と
い
う
。

い
以
下
の
木
簡
に
は
、
も
う

一
つ
見
逃
せ
な
い
記
載
が
あ
る
。
書
式
上
、

「何
斤
枚
何
」
の
ま
え
に
記
さ
れ
た
官
名

・
官
司
名

。
人
名
は
、
銅
塊
の
配
分

先
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
⑪
太
政
大
殿
、
い
少
目
殿
、
働
節
度
使
判
官
、
①

ｌ
⑭
豊
前
門
司
、
⑩
銭
司
、
い
ｌ
⑬
家
原
殿
な
ど
が
、
銅
の
供
給
を
受
け
た
こ

と
を
知
ら
し
め
る
。
太
政
大
殿
は
故
太
政
大
臣
藤
原
不
比
等
家
が
相
当
し
、
少

目
は
⑬
の
嫁
と
と
も
に
長
門
国
司
で
あ
ろ
う
。
天
平
九
年
長
門
国
正
税
帳
に
少

目
を
確
認
し
、
当
時
上
国

（甲
）
の
官
制
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
養
老
三
年

（七
一
九
）
の
按
察
使
設
置
が
契
機
と
な
っ
た
と
す
る
見
解

（平
野
博
之

「長
門

国
の
等
級
に
つ
い
て
」
『九
州
史
学
』
七
四
）
が
、
改
め
て
参
考
と
な
る
。
皇
親

・

貴
族

。
官
人
は
、
長
屋
王
家
令
所
に
鋳
物
所

・
銅
造
所
な
ど
を
備
え
た
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
家
政
機
関
内
部
で
銅
器
の
鋳
造
、
加
工
用
に
銅
を
必
要
と
し
た
。
豊

前
門
司
は
長
門
関
に
相
対
し
、
摂
津
関
と
の
間
を
発
着
す
る
公
私
の
船
の
過
所

を
勘
検
す
る
官
司
で

（『類
衆
三
代
格
』
巻
一
六
廷
暦
一
五
年

（七
九
六
）
一
一
月
二

一
日
太
政
官
符
）、
奈
良
時
代
初
期
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
豊
前

門
司
を
通
じ
て
、
銅
は
豊
前
国
府
や
大
竿
府
に
流
通
し
た
の
で
あ
ろ
う
。



二
筋
の
大
溝
状
遺
構
で
出
上
し
た
木
簡
の
内
容
に
は
、
４
Ｔ
Ａ
で
銅
整
理
付

札
、
し
た
が
っ
て

「門
司
」
木
簡
が

一
括
発
見
さ
れ
る
な
ど
の
相
違
は
あ
る
も

の
の
、
文
書
木
簡
や
記
録
木
簡
、
さ
ら
に
封
絨
木
簡
は
、
両
者
に
共
通
す
る
。

東
西
約
三
〇
ｍ
隔
て
た
二
つ
の
大
溝
の
間
の
尾
根
の
上
手
付
近
、
あ
る
い
は
そ

の
東
方
に
、
紙
の
文
書
や
文
書
木
簡
、
記
録

・
用
度
木
簡
や
銅
塊
整
理
札
、
庸

米

・
春
米
の
消
費
な
ど
を
授
受
し
処
理
す
る
施
設
全
般
の
総
括
的
部
署
に
相
当

す
る
複
数
の
建
物
施
設
が
存
在
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
使
用
済

み
の
木
簡
は
、　
一
部
再
利
用
の
た
め
削
り
取
ら
れ
た
削
婿
を
含
め
て
、
幾
度
か

に
も
わ
た
っ
て
上
方
か
ら
左
右
の
大
溝
の
落
ち
込
み
に
向
け
て
投
棄
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

な
お
い
木
片
面
を
覆
う
黒
色
染
み
の
抜
き
取
り
作
業
に
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
希
溶

液
に
二
、
三
ヵ
月
間
浸
す
の
が
有
効
で
あ
っ
た
。
木
簡
の
釈
読
は
橋
本
義
則

・

池
田
善
文
両
氏
と
行
な
い
、
人
木
の
責
任
で
釈
文
を
ま
と
め
た
。

９
　
関
係
文
献

美
東
町
教
育
委
員
会

『長
登
銅
山
跡
Ｉ
』
全

九
九
〇
年
）

同

『長
登
銅
山
跡
Ⅱ
』
全

九
九
三
年
）

（１
１
７
　
池
田
善
文
・
森
田
孝
一
、
８
・
９
　
八
木
　
充
）

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『埋
文
写
真
研
究
』
第
八
号

文
化
財
写
真
の
研
究
、
技
術
、
情
報
な
ど
写
真
を
撮
る
人
だ
け
で
な
く
、
写
真

を
使
っ
て
報
告
書
を
作
る
人
、
こ
れ
を
読
ん
で
情
報
を
得
る
人
ま
で
、
文
化
財
調

査
に
関
わ
る
人
達
に
必
携
の
雑
誌
。
年
刊
で
現
在
八
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

（三
号
ま
で
は
品
切
れ
）
。

Ｂ
５
版
、　
一
四
五
頁
、
カ
ラ
ー
図
版
多
数
、　
一
九
九
七
年
七
月
刊

定
価
三
五
〇
〇
円

送
料
四
冊
ま
で
五
〇
〇
円
、
五
―

一
〇
冊
ま
で

一
〇
〇
〇
円

一
一
冊
以
上
は
無
料

申
込
先
　
一Ｔ
六
三
〇
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
十

一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
内

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
　
佃
　
幹
雄

宛

阻

〇
七
四
二
十
三

四
十
三
九
三

一

郵
使
振
替
　
一爪
都
〇

一
〇
五
〇
―
九
十
九
九
三
〇

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会




